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( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 自 動 車 （ Ａ ） の 空 力 負 荷 を 制 御 す る た め の 調 整 装 置 で あ っ て 、
　 使 用 中 に 地 面 （ Ｓ ） に 面 す る 空 力 面 （ ２ １ ） と 前 記 空 力 面 （ ２ １ ） を 貫 通 さ せ て 形 成 さ  
れ た 開 口 部 （ ２ ２ ） と を 含 む 車 体 底 部 の 空 力 の デ ィ フ ュ ー ザ （ ２ ） と 、
空 気 流 入 （ Ｆ １ ） を 第 １ の 部 分 （ Ｆ １ １ ） と 第 ２ の 部 分 （ Ｆ １ ２ ） と に 分 割 す る よ う に 構  
成 さ れ た パ イ プ （ ５ ） で あ っ て 、 第 １ の 分 岐 （ ５ １ ） お よ び 第 ２ の 分 岐 （ ５ ２ ） を 含 む パ  
イ プ （ ５ ） と 、 を 備 え 、
前 記 第 １ の 分 岐 （ ５ １ ） は 、 前 記 第 １ の 部 分 （ Ｆ １ １ ） で あ る 取 り 込 ま れ る フ ロ ー （ Ｆ １  
１ ） を 収 容 し て 且 つ そ の 流 出 を 可 能 に す る よ う に 前 記 開 口 部 （ ２ ２ ） を 通 っ て 前 記 デ ィ フ  
ュ ー ザ （ ２ ） に 通 じ て お り 、
前 記 第 ２ の 分 岐 （ ５ ２ ） は 、 前 記 空 気 流 入 （ Ｆ １ ） の 前 記 第 ２ の 部 分 （ Ｆ １ ２ ） を 収 容 し  
て 且 つ そ の 流 出 を 可 能 に す る よ う に 、 前 記 自 動 車 （ Ａ ） の フ ロ ン ト ホ イ ー ル （ Ｗ ） 部 分 に  
通 じ る よ う に 構 成 さ れ て お り 、
　 前 記 デ ィ フ ュ ー ザ （ ２ ） は 、 前 記 自 動 車 （ Ａ ） の 空 気 入 口 （ Ｐ ） に よ っ て 受 け 入 れ ら れ  
且 つ 前 記 地 面 （ Ｓ ） 上 を 走 行 す る 前 記 自 動 車 （ Ａ ） の 前 進 運 動 に よ っ て 生 成 さ れ る 前 記 空  
気 流 入 （ Ｆ １ ） の 少 な く と も 一 部 に よ っ て 規 定 さ れ る 、 前 記 取 り 込 ま れ る フ ロ ー （ Ｆ １ １  
） を 、 前 記 開 口 部 （ ２ ２ ） を 通 し て 取 り 込 む こ と が で き 、 こ れ に よ り 、 前 記 デ ィ フ ュ ー ザ  
（ ２ ） に よ っ て 取 り 込 ま れ る 前 記 少 な く と も 一 部 （ Ｆ １ １ ） が 前 記 デ ィ フ ュ ー ザ （ ２ ） 内  
の 内 部 フ ロ ー （ Ｆ ３ ） に な り 、

請求項の数　13　（全15頁）
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　 前 記 装 置 （ １ ） は 、 前 記 空 力 面 （ ２ １ ） が 前 記 地 面 （ Ｓ ） と 共 に 前 記 前 進 運 動 中 に 前 記  
内 部 フ ロ ー （ Ｆ ３ ） が 流 れ る 拡 散 ダ ク ト （ ５ ０ ） を 規 定 す る よ う に 、 構 成 さ れ て お り 、
　 前 記 装 置 （ １ ） は 、
　 前 記 デ ィ フ ュ ー ザ （ ２ ） に 対 し て 第 １ の 位 置 と 第 ２ の 位 置 と の 間 で 移 動 可 能 な 空 力 要 素  
（ ３ ） と 、
　 前 記 空 力 要 素 （ ３ ） を 移 動 す る た め の 移 動 シ ス テ ム （ ４ ） と 、 を 備 え 、
　 前 記 移 動 シ ス テ ム （ ４ ） は 、 前 記 空 力 要 素 （ ３ ） を 前 記 デ ィ フ ュ ー ザ （ ２ ） に 対 し て 少  
な く と も 前 記 第 １ の 位 置 お よ び 前 記 第 ２ の 位 置 で 動 作 可 能 に 維 持 し 、 且 つ 前 記 空 力 要 素 （  
３ ） を 前 記 第 １ の 位 置 と 前 記 第 ２ の 位 置 と の 間 で 移 動 さ せ る よ う に 構 成 さ れ 、
　 前 記 第 １ の 位 置 に お い て 、 前 記 空 力 要 素 （ ３ ） は 前 記 内 部 フ ロ ー （ Ｆ ３ ） に 浸 さ れ 且 つ  
前 記 前 進 運 動 中 に 前 記 自 動 車 （ Ａ ） に 作 用 す る 第 １ の 空 力 負 荷 を 生 成 す る よ う に 前 記 内 部  
フ ロ ー （ Ｆ ３ ） が 前 記 空 力 面 （ ２ １ ） の 空 力 プ ロ フ ァ イ ル に 沿 う こ と を 可 能 に し 、
　 前 記 第 ２ の 位 置 に お い て 、 前 記 空 力 要 素 （ ３ ） は 少 な く と も 部 分 的 に 前 記 内 部 フ ロ ー （  
Ｆ ３ ） に 対 す る 障 壁 と し て 機 能 し 、 前 記 前 進 運 動 中 に 前 記 自 動 車 に 作 用 す る 第 ２ の 空 力 負  
荷 を 生 成 す る よ う に 前 記 内 部 フ ロ ー （ Ｆ ３ ） を 前 記 空 力 面 （ ２ １ ） か ら 離 し 、
　 前 記 装 置 （ １ ） は 、 前 記 第 ２ の 空 力 負 荷 が 前 記 第 １ の 空 力 負 荷 よ り も 小 さ く な る よ う に  
構 成 さ れ る 、 調 整 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 空 力 要 素 （ ３ ） が 前 記 第 １ の 位 置 を と る 場 合 、 前 記 空 力 要 素 （ ３ ） は 、 前 記 空 力 要  
素 （ ３ ） が 前 記 第 ２ の 位 置 を と る 場 合 よ り も 小 さ い 閉 塞 効 果 を 前 記 拡 散 ダ ク ト （ ５ ０ ） に  
及 ぼ し 、 そ の 結 果 、 前 記 空 力 面 （ ２ １ ） に よ っ て 前 記 デ ィ フ ュ ー ザ （ ２ ） が 前 記 内 部 フ ロ  
ー （ Ｆ ３ ） に 及 ぼ す 拡 散 効 果 が 、 前 記 空 力 要 素 （ ３ ） が 前 記 第 ２ の 位 置 に あ る 場 合 よ り も  
前 記 第 １ の 位 置 に あ る 場 合 に 大 き く な り 、 前 記 第 １ の 空 力 負 荷 が 前 記 第 ２ の 空 力 負 荷 よ り  
も 大 き い よ う に 、 前 記 調 整 装 置 は 構 成 さ れ て お り 、
　 前 記 調 整 装 置 は 、 前 記 第 １ の 位 置 と 前 記 第 ２ の 位 置 と の 両 方 で 、 前 記 空 力 要 素 （ ３ ） が  
前 記 拡 散 ダ ク ト に 沿 っ て 前 記 開 口 部 （ ２ ２ ） の 下 流 で 前 記 内 部 フ ロ ー （ Ｆ ３ ） の 方 向 に 配  
置 さ れ る よ う に 構 成 さ れ て い る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 調 整 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 空 力 要 素 （ ３ ） は 、 第 １ の 外 面 （ ３ １ ） と 前 記 第 １ の 外 面 （ ３ １ ） の 反 対 側 の 第 ２  
の 外 面 （ ３ ２ ） と を 有 し 、 各 々 が 前 記 空 力 要 素 （ ３ ） の 前 縁 （ ３ ａ ） か ら 後 縁 （ ３ ｂ ） ま  
で 延 び 、
　 前 記 第 １ の 位 置 で は 、 前 記 空 力 要 素 （ ３ ） に よ り 、 前 記 内 部 フ ロ ー （ Ｆ ３ ） と 前 記 第 １  
の 外 面 （ ３ １ ） と の 接 触 お よ び 前 記 内 部 フ ロ ー （ Ｆ ３ ） と 前 記 第 ２ の 外 面 （ ３ ２ ） と の 接  
触 の 両 方 に よ っ て 、 前 記 内 部 フ ロ ー （ Ｆ ３ ） が 前 記 デ ィ フ ュ ー ザ （ ２ ） の 前 記 空 力 面 （ ２  
１ ） の プ ロ フ ァ イ ル に 沿 う 、 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 調 整 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 空 力 要 素 （ ３ ） が 翼 の 形 状 を 有 し 、 前 記 第 １ の 外 面 （ ３ １ ） が 前 記 翼 の 背 面 で あ り  
、 前 記 第 ２ の 外 面 （ ３ ２ ） が 翼 の 底 面 で あ る 、 請 求 項 ３ に 記 載 の 調 整 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 移 動 シ ス テ ム （ ４ ） が 、
　 前 記 空 力 要 素 （ ３ ） が 取 り 付 け ら れ て い る シ ャ フ ト （ ４ １ ） で あ っ て 、 こ れ に よ り 、 前  
記 空 力 要 素 （ ３ ） が 当 該 シ ャ フ ト （ ４ １ ） の 軸 周 り に 当 該 シ ャ フ ト （ ４ １ ） と 一 体 と し て  
回 転 す る 、 シ ャ フ ト （ ４ １ ） と 、
　 前 記 シ ャ フ ト （ ４ １ ） に 作 用 し て 回 転 を 引 き 起 こ す ア ク チ ュ エ ー タ （ ４ ２ ） で あ っ て 、  
こ れ に よ り 、 前 記 空 力 要 素 （ ３ ） の 運 動 が 、 前 記 軸 周 り の 回 転 運 動 と な り 、 前 記 第 １ の 位  
置 と 前 記 第 ２ の 位 置 が 、 前 記 軸 周 り の 前 記 空 力 要 素 （ ３ ） の 向 き に お い て 互 い に 異 な る 、  
ア ク チ ュ エ ー タ （ ４ ２ ） と 、 を 備 え る 請 求 項 １ か ら ４ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 調 整 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 移 動 シ ス テ ム （ ４ ） が 、
前 記 空 力 要 素 （ ３ ） が 取 り 付 け ら れ て い る シ ャ フ ト （ ４ １ ） で あ っ て 、 こ れ に よ り 、 前 記  
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空 力 要 素 （ ３ ） が 当 該 シ ャ フ ト （ ４ １ ） の 軸 周 り に 当 該 シ ャ フ ト （ ４ １ ） と 一 体 と し て 回  
転 す る 、 シ ャ フ ト （ ４ １ ） と 、
前 記 シ ャ フ ト （ ４ １ ） に 作 用 し て 回 転 を 引 き 起 こ す ア ク チ ュ エ ー タ （ ４ ２ ） で あ っ て 、 こ  
れ に よ り 、 前 記 空 力 要 素 （ ３ ） の 運 動 が 、 前 記 軸 周 り の 回 転 運 動 と な り 、 前 記 第 １ の 位 置  
と 前 記 第 ２ の 位 置 が 、 前 記 軸 周 り の 前 記 空 力 要 素 （ ３ ） の 向 き に お い て 互 い に 異 な る 、 ア  
ク チ ュ エ ー タ （ ４ ２ ） と 、 を 備 え 、
　 前 記 シ ャ フ ト （ ４ １ ） は 、 前 記 空 力 要 素 （ ３ ） の 前 記 前 縁 （ ３ ａ ） と 前 記 後 縁 （ ３ ｂ ）  
と の 間 に 位 置 し 且 つ 前 記 拡 散 ダ ク ト （ ５ ０ ） に 沿 っ て 前 記 開 口 部 （ ２ ２ ） の 下 流 で 前 記 内  
部 フ ロ ー （ Ｆ ３ ） の 方 向 に 配 置 さ れ る 、 請 求 項 ４ に 記 載 の 調 整 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 デ ィ フ ュ ー ザ （ ２ ） は ２ つ の 側 面 （ ２ ３ 、 ２ ４ ） を 備 え 、 前 記 ２ つ の 側 面 （ ２ ３ 、  
２ ４ ） は 、 前 記 空 力 面 （ ２ １ ） を 横 切 っ て 延 在 し 、 前 記 拡 散 ダ ク ト の 側 面 の 範 囲 を 定 め 、  
前 記 シ ャ フ ト （ ４ １ ） は 前 記 ２ つ の 側 面 （ ２ ３ 、 ２ ４ ） に よ っ て 支 持 さ れ て お り 、
　 前 記 空 力 面 （ ２ １ ） は 、 前 記 拡 散 ダ ク ト の 上 部 の 範 囲 を 定 め 、
　 前 記 シ ャ フ ト （ ４ １ ） は 、 前 記 空 力 要 素 （ ３ ） が 前 記 第 １ の 位 置 と 前 記 第 ２ の 位 置 の 両  
方 で 前 記 内 部 フ ロ ー （ Ｆ ３ ） の 方 向 に 前 記 拡 散 ダ ク ト に 沿 っ て 前 記 開 口 部 （ ２ ２ ） の 下 流  
で 前 記 拡 散 ダ ク ト の 内 側 に 配 置 さ れ る よ う に 、 前 記 拡 散 ダ ク ト の 内 側 に 配 置 さ れ て い る 、  
請 求 項 ５ ま た は ６ に 記 載 の 調 整 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 空 力 面 （ ２ １ ） を 規 定 す る 構 造 物 を 含 み 、 こ の 構 造 物 は 、 前 記 自 動 車 （ Ａ ） の 車 体  
底 部 に 組 み 込 ま れ る 、 ま た は 取 り 付 け ら れ る こ と が で き 、 前 記 空 力 面 （ ２ １ ） が 前 記 自 動  
車 （ Ａ ） の 外 部 の 車 体 底 部 面 の 一 部 を 規 定 す る 、 請 求 項 １ か ら ７ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の  
調 整 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 空 気 入 口 （ Ｐ ） を 含 む 、 請 求 項 １ か ら ８ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 調 整 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 移 動 シ ス テ ム （ ４ ） が 、 前 記 空 力 要 素 （ ３ ） を 前 記 デ ィ フ ュ ー ザ （ ２ ） に 対 し て 少  
な く と も 第 ３ の 位 置 に 動 作 可 能 に 維 持 し 且 つ 前 記 空 力 要 素 （ ３ ） を 前 記 第 １ の 位 置 ま た は  
前 記 第 ２ の 位 置 と 前 記 第 ３ の 位 置 と の 間 で 移 動 さ せ る よ う に 構 成 さ れ 、 前 記 第 ３ の 位 置 は  
前 記 第 １ の 位 置 と 前 記 第 ２ の 位 置 と の 間 の 中 間 で あ る 、 請 求 項 １ か ら ９ の い ず れ か １ 項 に  
記 載 の 調 整 装 置 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 デ ィ フ ュ ー ザ （ ２ ） の 前 記 空 力 面 （ ２ １ ） が 前 記 自 動 車 （ Ａ ） の 外 部 の 車 体 底 部 面  
の 一 部 を 規 定 す る 、 請 求 項 １ か ら １ ０ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 調 整 装 置 （ １ ） を 備 え る 自  
動 車 （ Ａ ） 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 空 気 入 口 と 前 記 空 気 入 口 （ Ｐ ） と 前 記 開 口 部 （ ２ ２ ） と の 間 に 配 置 さ れ た ラ ジ エ ー  
タ （ Ｒ ） と を 含 み 、 こ れ に よ り 、 取 り 込 ま れ る フ ロ ー （ Ｆ １ １ ） が 前 記 ラ ジ エ ー タ （ Ｒ ）  
を 通 っ て 流 れ 、 前 記 空 力 要 素 （ ３ ） が 前 記 第 ２ の 位 置 に あ る と き の 前 記 取 り 込 ま れ る フ ロ  
ー （ Ｆ １ １ ） は 、 前 記 空 力 要 素 （ ３ ） が 前 記 第 １ の 位 置 に あ る と き の 前 記 取 り 込 ま れ る フ  
ロ ー （ Ｆ １ １ ） よ り も 小 さ く 、 前 記 取 り 込 ま れ る フ ロ ー （ Ｆ １ １ ） の 減 少 は 、 前 記 空 力 要  
素 （ ３ ） が 前 記 第 １ の 位 置 か ら 前 記 第 ２ の 位 置 に 移 行 す る こ と で 規 定 さ れ 、 前 記 取 り 込 ま  
れ る フ ロ ー （ Ｆ １ １ ） の 減 少 は 、 前 記 自 動 車 の 抵 抗 を 低 減 す る よ う に 、 前 記 ラ ジ エ ー タ を  
通 る 前 記 空 気 流 入 （ Ｆ １ ） の 流 量 の 減 少 を も た ら す 、 請 求 項 １ １ に 記 載 の 自 動 車 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 調 整 装 置 が 前 記 自 動 車 （ Ａ ） の フ ロ ン ト ホ イ ー ル （ Ｗ ） の 前 に 配 置 さ れ る 、 請 求 項  
１ １ ま た は １ ２ に 記 載 の 自 動 車 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
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　 本 発 明 は 、 自 動 車 自 体 に 取 り 付 け ら れ る 少 な く と も １ つ の 車 体 底 部 の デ ィ フ ュ ー ザ に よ  
っ て 自 動 車 に 作 用 す る 空 力 負 荷 を 調 整 す る の に 適 し た 調 整 装 置 、 お よ び そ の 調 整 装 置 を 含  
む 自 動 車 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 現 在 、 自 動 車 に 作 用 す る 空 力 負 荷 の 調 整 を 可 能 に す る 装 置 で あ っ て 、 自 動 車 の 車 体 底 部  
に 形 成 さ れ る 出 口 セ ク シ ョ ン を 幾 何 学 的 に 変 え る た め に 開 閉 す る 複 数 の 可 動 シ ャ ッ タ を 利  
用 し て 、 出 口 セ ク シ ョ ン を 通 っ て そ の 車 体 底 部 か ら 外 側 に 向 け ら れ る 流 れ を 調 整 す る 装 置  
が 存 在 す る 。 複 数 の シ ャ ッ タ は 、 ま た は 単 一 の シ ャ ッ タ で あ っ て も 、 当 該 シ ャ ッ タ を 動 か  
す の に 適 し た モ ー タ を 含 む 移 動 シ ス テ ム に よ っ て 動 か す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 自 動 車 の 車 体 底 部 に シ ャ ッ タ を 統 合 す る に は 、 シ ャ ッ タ を モ ー タ に 接 続 す る た め の 中 間  
の 運 動 学 的 機 構 の 存 在 が 不 可 欠 で あ り 、 そ れ は 、 シ ャ ッ タ の 近 く に 移 動 シ ス テ ム を 統 合 す  
る た め に 必 要 な 部 品 の 構 成 を 複 雑 に す る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 さ ら に 、 シ ャ ッ タ の 位 置 決 め は 、 シ ャ ッ タ お よ び 一 般 的 な 調 整 装 置 の 部 品 の 保 守 お よ び  
／ ま た は 必 要 に 応 じ て シ ャ ッ タ お よ び 一 般 的 な 調 整 装 置 の 部 品 の 交 換 に 必 要 な 作 業 を か な  
り 複 雑 に す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 別 の 装 置 は 、 例 え ば 文 書 Ｄ Ｅ １ ０ ２ ０ １ ４ １ １ １ ０ ７ ４ に 記 載 さ れ て お り 、 閉 じ た ダ ク  
ト で あ っ て 、 バ ン パ ー へ の 圧 力 を 増 加 さ せ 且 つ 車 両 の 前 部 領 域 に 位 置 す る ダ ク ト へ の 空 気  
流 を 変 更 す る た め の 可 動 面 を 通 し て 空 力 負 荷 が 変 更 さ れ る 閉 じ た ダ ク ト を 示 す 。
【 発 明 の 概 要 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 調 整 装 置 で あ っ て 、 こ の 明 細 書 に よ る 、 お よ び ／ ま た は 当 該 装 置 を 保 護 す る こ と を 目 的  
と す る 添 付 の 特 許 請 求 の 範 囲 の 請 求 項 の い ず れ か １ 項 に よ る 調 整 装 置 は 、 少 な く と も １ つ  
の 車 体 底 部 の デ ィ フ ュ ー ザ に よ っ て 生 成 さ れ る 自 動 車 に 作 用 す る 空 力 負 荷 を 制 御 し て 、 従  
来 技 術 と 比 較 し た 装 置 の 機 械 的 複 雑 さ を 低 減 し 、 そ の 負 荷 の 重 要 な 変 動 を 得 る こ と を 可 能  
に す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 調 整 装 置 で あ っ て 、 こ の 明 細 書 に よ る 、 お よ び ／ ま た は 当 該 装 置 を 保 護 す る こ と を 目 的  
と す る 添 付 の 特 許 請 求 の 範 囲 の 請 求 項 の い ず れ か １ 項 に よ る 調 整 装 置 は 、 そ の 空 力 負 荷 を  
制 御 し 、 従 来 技 術 と 比 較 し て 、 装 置 の 部 品 の 保 守 お よ び 交 換 の た め の 作 業 を 単 純 化 す る こ  
と を 可 能 に す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 装 置 が 可 能 に す る 空 力 負 荷 の 制 御 は 、 必 要 に 応 じ て 、 ユ ー ザ 入 力 に 応 じ て 、 ま た は 完 全  
に 自 動 的 に 、 車 両 の 運 動 を 特 徴 付 け る １ つ ま た は 複 数 の 運 動 学 的 パ ラ メ ー タ の 値 に 基 づ い  
て 、 生 じ 得 る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 こ の 明 細 書 に よ る 自 動 車 は 、 こ の 明 細 書 に よ る 調 整 装 置 を 備 え る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 こ の 明 細 書 に よ る 調 整 装 置 お よ び 自 動 車 の 特 徴 は 、 そ の 調 整 装 置 お よ び 自 動 車 の そ れ ぞ  
れ の 例 示 的 な 実 施 形 態 に 関 連 す る 以 下 に 付 加 さ れ た 説 明 に よ っ て 明 ら か に さ れ る で あ ろ う 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 以 下 の 詳 細 な 説 明 は 、 添 付 の 図 面 を 参 照 す る 。
【 図 １ 】 装 置 が 装 置 の 第 １ の 動 作 状 態 を と る 間 、 こ の 明 細 書 に よ る 調 整 装 置 の 可 能 な 例 示  
的 な 実 施 形 態 の 動 作 を 説 明 す る 側 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 装 置 が 装 置 の 第 ２ の 動 作 状 態 を と る 間 、 調 整 装 置 の そ の 実 施 形 態 の 動 作 を 説 明 す  
る 側 面 図 で あ る 。
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【 図 ３ 】 そ の 可 能 な 実 施 形 態 の 上 か ら 見 た 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 装 置 が 装 置 の そ の 第 １ の 動 作 状 態 を と る 間 、 そ の 可 能 な 実 施 形 態 の 下 か ら の 斜 視  
図 で あ る 。
【 図 ５ 】 そ の 装 置 が 第 １ の 動 作 状 態 を と る 間 、 そ の 実 施 形 態 の 空 力 要 素 が 動 作 す る 方 法 を  
概 略 的 に 示 す 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 ３ お よ び ４ に お い て 、 番 号 １ は 、 こ の 明 細 書 に よ る 調 整 装 置 の 可 能 な 例 示 的 な 実 施 形  
態 を 示 す 。 以 下 、 装 置 と は 、 そ の 例 示 的 な 実 施 形 態 を 意 味 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 １ は 、 装 置 １ が 装 置 １ の 第 １ の 動 作 状 態 を と る 間 、 調 整 装 置 １ の 動 作 を 示 す 概 略 側 面  
図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 ２ は 、 装 置 １ が 装 置 １ の 第 ２ の 動 作 状 態 を と る 間 、 調 整 装 置 １ の 動 作 を 示 す 概 略 側 面  
図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 調 整 装 置 １ は 、 自 動 車 Ａ に 作 用 す る 空 力 負 荷 を 調 整 す る よ う に 構 成 さ れ る 。 図 で は 、 装  
置 １ は 自 動 車 Ａ の 一 部 と し て 示 さ れ て い る 。 し た が っ て 、 第 １ の 動 作 状 態 お よ び 第 ２ の 動  
作 状 態 は 、 そ れ ぞ れ 、 自 動 車 Ａ の 第 １ の 動 作 状 態 お よ び 自 動 車 Ａ の 第 ２ の 動 作 状 態 と み な  
す こ と も で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 自 動 車 の そ の 第 １ の 動 作 状 態 お よ び 第 ２ の 動 作 状 態 は 、 自 動 車 Ａ の 通 常 の 前 進 運 動 中 の  
動 作 状 況 で あ る と 見 な さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 そ の 空 力 負 荷 は 、 地 面 Ｓ 自 体 の 上 の 自 動 車 Ａ の 通 常 の 前 進 運 動 中 、 地 面 Ｓ に 向 か っ て 作  
用 す る 場 合 、 正 で あ る と 見 な さ れ る 。 通 常 の 前 進 運 動 に は 、 自 動 車 の 運 動 が 直 線 軌 道 に 沿  
っ て 生 じ る 場 合 と 、 自 動 車 の 運 動 が 任 意 の 曲 線 軌 道 に 沿 っ て 生 じ る 場 合 と の 両 方 が 含 ま れ  
る 。 抵 抗 （ d r a g ） が 前 進 運 動 と は 反 対 方 向 を 持 つ 場 合 、 抵 抗 は 正 と 見 な さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 し た が っ て 、 装 置 １ お よ び ／ ま た は 自 動 車 Ａ の 第 １ の 動 作 状 態 お よ び 第 ２ の 動 作 状 態 の  
各 々 は 、 自 動 車 Ａ の 任 意 の 通 常 の 前 進 運 動 中 に 生 じ 得 る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 以 下 に 明 ら か に さ れ る よ う に 、 装 置 １ を 考 慮 す れ ば 、 第 １ の 動 作 状 態 は 、 自 動 車 Ａ の 最  
大 空 力 負 荷 構 成 に 対 応 し 、 第 ２ の 動 作 状 態 は 、 自 動 車 Ａ の 最 小 空 力 負 荷 構 成 に 対 応 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 装 置 １ は 、 車 体 底 部 の 空 力 デ ィ フ ュ ー ザ ２ を 備 え る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 デ ィ フ ュ ー ザ ２ は 、 地 面 Ｓ に 面 す る 、 ま た は 地 面 Ｓ に 向 け ら れ る 空 力 面 ２ １ を 備 え る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 使 用 中 、 空 力 面 ２ １ は 少 な く と も 部 分 的 に 、 拡 散 ダ ク ト ５ ０ の 上 部 の 範 囲 を 定 め 、 そ の  
底 部 は 、 地 面 Ｓ に よ っ て 範 囲 を 定 め ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 デ ィ フ ュ ー ザ ２ は 、 空 力 面 ２ １ に よ っ て 作 動 し 、 上 記 の 空 力 負 荷 を 発 生 さ せ る 。 特 に 、  
デ ィ フ ュ ー ザ ２ は 、 そ の 第 １ の 動 作 状 態 お よ び そ の 第 ２ の 動 作 状 態 の 両 方 に お い て 、 拡 散  
ダ ク ト ５ ０ が 空 力 面 ２ １ と 地 面 Ｓ と の 間 に 規 定 さ れ る よ う に 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 拡 散 ダ ク ト ５ ０ は 、 空 力 面 ２ １ と 地 面 と の 間 に 実 質 的 に 限 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 デ ィ フ ュ ー ザ ２ は 、 開 口 部 ２ ２ を 備 え る 。 開 口 部 ２ ２ は 、 空 力 面 ２ １ を 通 っ て 形 成 さ れ  
て い る 。 そ の 開 口 部 ２ ２ は 、 デ ィ フ ュ ー ザ ２ が 第 １ の 空 気 流 入 Ｆ １ の 少 な く と も 一 部 を 取  
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り 込 む こ と を 可 能 に す る 。 そ の 第 １ の 空 気 流 入 Ｆ １ は 、 自 動 車 Ａ の 空 気 入 口 Ｐ に よ っ て 受  
け 入 れ ら れ る 。 第 １ の 空 気 流 入 Ｆ １ は 、 自 動 車 Ａ の 前 進 運 動 に よ っ て 生 成 さ れ 、 好 ま し く  
は 、 自 動 車 の ラ ジ エ ー タ Ｒ を 通 過 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 使 用 中 、 開 口 部 ２ ２ は 、 自 動 車 Ａ の 前 進 運 動 方 向 を 考 慮 し て 、 ラ ジ エ ー タ Ｒ の 下 流 に 位  
置 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 し た が っ て 、 開 口 部 ２ ２ を 通 っ て 取 り 込 ま れ る 流 入 の 一 部 は 、 デ ィ フ ュ ー ザ ２ 内 の 内 部  
フ ロ ー と な る 。 そ の 内 部 フ ロ ー は 、 図 １ お よ び ２ で Ｆ ３ と ラ ベ ル 付 け さ れ て い る 。 そ の 内  
部 フ ロ ー Ｆ ３ は 、 上 記 の 拡 散 ダ ク ト ５ ０ 内 を 流 れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 空 気 入 口 Ｐ が 受 け 入 れ る 第 １ の 流 入 Ｆ １ は 図 １ と 図 ２ に 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 調 整 装 置 １ は 、 フ ロ ー を 運 ぶ た め の パ イ プ ５ を 備 え る 。 パ イ プ ５ は 、 好 ま し く は 、 流 入  
Ｆ １ を 第 １ の シ ェ ア 部 （ s h a r e ） す な わ ち 第 １ の 部 分 Ｆ １ １ と 、 第 ２ の シ ェ ア 部 す な わ ち  
第 ２ の 部 分 Ｆ １ ２ と に 分 割 す る よ う に 構 成 さ れ る 。 第 １ の 流 入 Ｆ １ の 第 １ の シ ェ ア 部 Ｆ １  
１ は 、 デ ィ フ ュ ー ザ ２ に よ っ て 取 り 込 ま れ 且 つ 拡 散 ダ ク ト ５ ０ に 向 か っ て 運 ば れ る 第 １ の  
流 入 Ｆ １ の 上 記 一 部 に 対 応 す る 。 第 １ の 流 入 Ｆ １ の 第 ２ の シ ェ ア 部 Ｆ １ ２ は 、 デ ィ フ ュ ー  
ザ ２ を 通 過 す る こ と な く 、 例 え ば 、 自 動 車 Ａ の ホ イ ー ル Ｗ に 向 け ら れ る 。 し た が っ て 、 第  
１ の 流 入 Ｆ １ の 第 １ の シ ェ ア 部 Ｆ １ １ は 、 「 取 り 込 ま れ る フ ロ ー 」 と 定 義 さ れ 得 る 。 し た  
が っ て 、 パ イ プ ５ は 、 第 １ の シ ェ ア 部 Ｆ １ １ が デ ィ フ ュ ー ザ ２ に よ っ て 取 り 込 ま れ る フ ロ  
ー で あ り 且 つ 第 ２ の シ ェ ア 部 Ｆ １ ２ が デ ィ フ ュ ー ザ ２ を 通 過 せ ず に ホ イ ー ル Ｗ に 向 け ら れ  
る よ う に 、 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 パ イ プ ５ は 、 第 １ の 分 岐 ５ １ お よ び 第 ２ の 分 岐 ５ ２ を 含 む 。 第 １ の 分 岐 ５ １ は 、 取 り 込  
ま れ た フ ロ ー Ｆ １ １ を 収 容 し て 且 つ そ の 流 出 を 可 能 に す る よ う に 、 開 口 部 ２ ２ に よ っ て お  
よ び ／ ま た は 開 口 部 ２ ２ を 通 っ て 、 デ ィ フ ュ ー ザ ２ に 開 口 し て い る 、 お よ び ／ ま た は デ ィ  
フ ュ ー ザ ２ に 通 じ る 。 第 ２ の 分 岐 ５ ２ は 、 第 １ の 流 入 Ｆ １ の 第 ２ の シ ェ ア 部 Ｆ １ ２ を 収 容  
し て 且 つ そ の 流 出 を 可 能 に す る よ う に 、 ホ イ ー ル Ｗ 部 分 に 開 口 し て い る 、 お よ び ／ ま た は  
ホ イ ー ル Ｗ 部 分 に 通 じ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 例 え ば 、 図 示 の よ う に 、 第 ２ の 分 岐 ５ ２ は 、 拡 散 ダ ク ト ５ ０ に 通 じ る 開 口 部 ２ ２ に 対 応  
し て 、 入 口 お よ び 出 口 を 有 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 図 １ お よ び 図 ２ に 示 さ れ て い る よ う に 、 取 り 込 ま れ た フ ロ ー Ｆ １ １ は 、 第 ２ の 空 気 流 入  
Ｆ ２ と 合 わ さ る 。 上 記 の 前 進 運 動 に よ っ て 生 成 さ れ た そ の 第 ２ の 流 入 は 、 空 気 入 口 Ｐ を 通  
過 す る こ と な く 、 自 動 車 Ａ の 車 体 底 部 と 地 面 Ｓ と の 間 、 す な わ ち 、 拡 散 ダ ク ト ５ ０ に 直 接  
入 る 。 取 り 込 ま れ た フ ロ ー Ｆ １ １ と 第 ２ の 流 入 Ｆ ２ は 、 内 部 フ ロ ー Ｆ ３ を も た ら す よ う に  
デ ィ フ ュ ー ザ ２ 内 で 合 わ さ る 。 し た が っ て 、 そ の 内 部 フ ロ ー Ｆ ３ は 、 デ ィ フ ュ ー ザ ２ 内 お  
よ び 開 口 部 ２ ２ の 下 流 に 位 置 す る フ ロ ー を 示 し 、 そ の 結 果 、 内 部 フ ロ ー Ｆ ３ は 、 第 １ の 流  
入 Ｆ １ の 第 １ の シ ェ ア 部 Ｆ １ １ す な わ ち 取 り 込 ま れ た フ ロ ー Ｆ １ １ 、 お よ び 第 ２ の 流 入 Ｆ  
２ の 両 方 を 実 質 的 に 含 む と 見 な す こ と が で き る 。 そ の 取 り 込 ま れ た フ ロ ー Ｆ １ １ と そ の 第  
２ の 流 入 Ｆ ２ は 、 開 口 部 ２ ２ の 下 流 で 合 わ さ れ て 、 内 部 フ ロ ー Ｆ ３ を も た ら す 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 内 部 フ ロ ー Ｆ ３ は 、 空 力 面 ２ １ と 地 面 Ｓ と の 間 を 流 れ る 。 内 部 フ ロ ー Ｆ ３ は 、 上 記 の 拡  
散 ダ ク ト ５ ０ 内 を 流 れ 、 そ の 意 味 で 「 内 部 」 と し て 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 空 力 の 観 点 か ら 、 空 力 面 ２ １ は 、 デ ィ フ ュ ー ザ ２ が 、 そ の 空 力 面 ２ １ に よ っ て 、 拡 散 ダ  
ク ト 内 を 流 れ る そ の 内 部 フ ロ ー Ｆ ３ に 拡 散 効 果 を 及 ぼ す こ と が で き る よ う に 、 形 作 ら れ て  
い る 。 そ の 拡 散 効 果 は 、 そ の 空 力 負 荷 に 影 響 を 与 え る 。
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【 ０ ０ ３ ５ 】
　 装 置 １ は 、 例 え ば 図 １ お よ び ４ に 示 さ れ る 第 １ の 位 置 と 、 例 え ば 図 ２ に 示 さ れ る 第 ２ の  
位 置 と の 間 で 移 動 可 能 な 空 力 要 素 ３ を 備 え る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 装 置 １ は 、 空 力 要 素 ３ を 移 動 さ せ る た め の 移 動 シ ス テ ム ４ を 備 え る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 装 置 １ は 、 空 力 要 素 ３ が 、 デ ィ フ ュ ー ザ ２ に 対 し て 、 お よ び ／ ま た は 空 力 面 ２ １ に 対 し  
て 少 な く と も 第 １ の 位 置 を と る こ と が で き る よ う に 、 構 成 さ れ て い る 。 装 置 １ は 、 空 力 要  
素 ３ が 、 デ ィ フ ュ ー ザ ２ に 対 し て 、 お よ び ／ ま た は 空 力 面 ２ １ に 対 し て 少 な く と も 第 ２ の  
位 置 を と る こ と が で き る よ う に 、 構 成 さ れ て い る 。 図 １ と 図 ４ で は 、 空 力 要 素 ３ が そ の 第  
１ の 位 置 を と る 。 図 ２ で は 、 空 力 要 素 ３ が そ の 第 ２ の 位 置 を と る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 装 置 １ は 、 空 力 要 素 ３ が 、 デ ィ フ ュ ー ザ ２ に 対 し て 、 お よ び ／ ま た は 空 力 面 ２ １ に 対 し  
て 、 図 示 さ れ て い な い 少 な く と も 第 ３ の 位 置 を と る こ と が で き る よ う に 、 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 第 ３ の 位 置 は 、 第 １ の 位 置 と 第 ２ の 位 置 と の 中 間 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 空 力 要 素 ３ が 第 １ の 位 置 を と る 場 合 、 装 置 １ は 、 第 １ の 動 作 状 態 、 す な わ ち 最 大 空 力 負  
荷 の 状 態 を と る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 空 力 要 素 ３ が 第 ２ の 位 置 を と る 場 合 、 装 置 １ は 、 第 ２ の 動 作 状 態 、 す な わ ち 最 小 空 力 負  
荷 の 状 態 を と る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 空 力 要 素 ３ が 第 ３ の 位 置 を と る 場 合 、 装 置 １ は 、 第 １ の 動 作 状 態 と 第 ２ の 動 作 状 態 と の  
間 の 中 間 の 動 作 状 態 を と る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 別 の 態 様 に よ れ ば 、 空 力 要 素 ３ が 第 １ の 位 置 を と る 場 合 、 取 り 込 ま れ る フ ロ ー Ｆ １ １ が  
最 大 化 さ れ 、 そ の 結 果 、 空 気 入 口 Ｐ に 入 る 流 入 Ｆ １ が 増 加 す る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 示 さ れ る よ う に 、 開 口 部 ２ ２ は 、 好 ま し く は 、 空 気 入 口 Ｐ と 開 口 部 ２ ２ と の 間 に 配 置 さ  
れ た ま ま で あ る ラ ジ エ ー タ Ｒ の 下 流 に あ り 、 空 力 要 素 ３ が 第 １ の 位 置 に あ る こ と を 考 慮 す  
る と 、 ラ ジ エ ー タ 自 体 に 影 響 を 与 え る 流 入 Ｆ １ が 最 大 化 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 第 １ の 動 作 状 態 は 、 空 力 要 素 ３ の そ の 第 １ の 位 置 に 対 応 し 、 第 ２ の 動 作 状 態 は 、 空 力 要  
素 ３ の そ の 第 ２ の 位 置 に 対 応 す る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 移 動 シ ス テ ム ４ は 、 そ の 前 進 運 動 の 間 、 そ の 空 力 要 素 ３ を そ の 第 １ の 位 置 に 動 作 可 能 に  
維 持 す る よ う に 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 移 動 シ ス テ ム ４ は 、 そ の 前 進 運 動 の 間 、 そ の 空 力 要 素 ３ を そ の 第 ２ の 位 置 に 動 作 可 能 に  
維 持 す る よ う に 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 移 動 シ ス テ ム ４ は 、 そ の 前 進 運 動 の 間 、 そ の 空 力 要 素 ３ を そ の 第 ３ の 位 置 に 動 作 可 能 に  
維 持 す る よ う に 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 移 動 シ ス テ ム ４ は 、 空 力 要 素 ３ を 第 １ の 位 置 と 第 ２ の 位 置 と の 間 で 、 し た が っ て 第 １ の  
位 置 か ら 第 ２ の 位 置 に 、 ま た は そ の 逆 に 移 動 さ せ 、 好 ま し く は 第 ３ の 動 作 位 置 を 通 過 さ せ  
る よ う に 構 成 さ れ る 。 し た が っ て 、 移 動 シ ス テ ム ４ は 、 そ の 装 置 １ お よ び ／ ま た は そ の 自  
動 車 の 第 １ の 動 作 状 態 か ら 第 ２ の 動 作 状 態 へ の 、 ま た は そ の 逆 へ の 移 行 を 引 き 起 こ す よ う  
に 構 成 さ れ る 。
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【 ０ ０ ５ ０ 】
　 装 置 １ は 、 自 動 車 の 前 進 運 動 中 に 、 空 力 要 素 ３ が 第 １ の 位 置 を と る 間 、 空 力 要 素 ３ が 内  
部 フ ロ ー Ｆ ３ に 浸 さ れ る よ う に 、 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 装 置 １ は 、 自 動 車 の 前 進 運 動 中 に 空 力 要 素 ３ が 第 １ の 位 置 を と る 場 合 、 空 力 要 素 ３ が 自  
動 車 Ａ に 作 用 す る 第 １ の 空 力 負 荷 を 生 成 す る よ う に 、 内 部 フ ロ ー Ｆ ３ が 空 力 面 ２ １ の 空 力  
プ ロ フ ァ イ ル に 沿 う こ と を 可 能 に す る よ う に 、 構 成 さ れ る 。 言 い 換 え れ ば 、 そ の 前 進 運 動  
中 に 空 力 要 素 ３ が 第 １ の 位 置 を と る 場 合 、 空 力 要 素 ３ は 、 自 動 車 Ａ に 作 用 す る 第 １ の 空 力  
負 荷 を 生 成 す る よ う に 、 内 部 フ ロ ー Ｆ ３ が 空 力 面 ２ １ の 空 力 プ ロ フ ァ イ ル に 沿 う こ と を 可  
能 に す る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 装 置 １ は 、 自 動 車 の そ の 前 進 運 動 中 に 空 力 要 素 ３ が 第 ２ の 位 置 を と る 場 合 、 空 力 要 素 ３  
が 少 な く と も 部 分 的 に 内 部 フ ロ ー Ｆ ３ に 対 す る 障 壁 と し て 作 用 し 、 自 動 車 Ａ に 作 用 す る 第  
２ の 空 力 負 荷 を 生 成 す る よ う に 、 空 力 面 ２ １ か ら 内 部 フ ロ ー を 離 す よ う に 、 お よ び ／ ま た  
は 内 部 フ ロ ー Ｆ ３ を 空 力 面 ２ １ に 近 づ け な い よ う に 、 構 成 さ れ る 。 装 置 １ は 、 第 ２ の 空 力  
負 荷 が 第 １ の 空 力 負 荷 よ り も 小 さ く な る よ う に 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 言 い 換 え れ ば 、 そ の 前 進 運 動 中 に 空 力 要 素 ３ が 第 ２ の 位 置 を と る 場 合 、 空 力 要 素 ３ は 、  
内 部 フ ロ ー を 空 力 面 ２ １ か ら 離 し て 、 お よ び ／ ま た は 内 部 フ ロ ー Ｆ ３ を 空 力 面 ２ １ に 近 づ  
け ず 、 そ の 結 果 、 第 ２ の 空 力 負 荷 は 、 第 １ の 空 力 負 荷 よ り も 小 さ く な る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 装 置 １ は 、 自 動 車 の そ の 前 進 運 動 中 に 空 力 要 素 ３ が 第 ３ の 位 置 を と る 場 合 、 空 力 要 素 ３  
が 少 な く と も 部 分 的 に 内 部 フ ロ ー Ｆ ３ に 対 す る 障 壁 と し て 作 用 し 、 第 １ の 空 力 負 荷 と 第 ２  
の 空 力 負 荷 と の 中 間 で あ る 自 動 車 Ａ に 作 用 す る 第 ３ の 空 力 負 荷 を 生 成 す る よ う に 、 内 部 フ  
ロ ー を 空 力 面 ２ １ か ら 離 す よ う に 、 お よ び ／ ま た は 内 部 フ ロ ー Ｆ ３ を 空 力 面 ２ １ に 近 づ け  
な い よ う に 、 構 成 さ れ る 。 装 置 １ は 、 第 ３ の 空 力 負 荷 が 第 １ の 空 力 負 荷 と 第 ２ の 空 力 負 荷  
と の 中 間 に な る よ う に 、 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 言 い 換 え れ ば 、 そ の 前 進 運 動 中 に 空 力 要 素 ３ が 第 ３ の 位 置 を と る 場 合 、 空 力 要 素 ３ は 、  
内 部 フ ロ ー を 空 力 面 ２ １ か ら 離 し て 、 お よ び ／ ま た は 内 部 フ ロ ー Ｆ ３ を 空 力 面 ２ １ に 近 づ  
け ず 、 そ の 結 果 、 第 ３ の 空 力 負 荷 は 、 第 １ の 空 力 負 荷 と 第 ２ の 空 力 負 荷 と の 中 間 と な る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 別 の 見 方 を す れ ば 、 そ の 前 進 運 動 中 に 空 力 要 素 ３ が 第 ２ の 位 置 を と る 場 合 、 空 力 要 素 ３  
は 、 取 り 込 ま れ た フ ロ ー Ｆ １ １ と 第 ２ の 流 入 Ｆ ２ の 両 方 に 作 用 し 、 そ の 結 果 、 取 り 込 ま れ  
た フ ロ ー Ｆ １ １ お よ び 第 ２ の 流 入 Ｆ ２ の 組 み 合 わ せ か ら 生 じ る 内 部 フ ロ ー Ｆ ３ は 、 第 ２ の  
空 力 負 荷 が 第 １ の 空 力 負 荷 よ り も 小 さ く な る よ う に 、 空 力 面 ２ １ か ら 離 れ 、 お よ び ／ ま た  
は 空 力 面 ２ １ に 近 づ か な い 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 別 の 見 方 を す れ ば 、 装 置 １ は 、 空 力 要 素 ３ が 第 １ ま た は 第 ３ の 位 置 を と る 場 合 、 空 力 要  
素 ３ が そ の 第 ２ の 位 置 を と る 場 合 よ り も 少 な い 程 度 で そ の 拡 散 ダ ク ト を 閉 塞 す る よ う に 構  
成 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 別 の 見 方 を す れ ば 、 そ の 拡 散 ダ ク ト の 閉 塞 の 程 度 、 つ ま り 、 そ の 空 力 要 素 ３ に よ っ て 引  
き 起 こ さ れ る 閉 塞 の 程 度 は 、 そ れ が 第 ２ の 位 置 に あ る 場 合 よ り も 第 １ の 位 置 お よ び 第 ３ の  
位 置 に あ る 場 合 に 小 さ い 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 装 置 １ は 、 空 力 要 素 ３ が そ れ ら の 第 １ お よ び 第 ３ の 位 置 を と る 場 合 、 お よ び そ の 第 ２ の  
位 置 を と る 場 合 の 両 方 で 、 空 力 要 素 ３ が そ の 拡 散 ダ ク ト ５ ０ に 沿 っ て 且 つ そ の 開 口 部 ２ ２  
の 下 流 で そ の 内 部 フ ロ ー Ｆ ３ の 方 向 に 配 置 お よ び ／ ま た は 位 置 す る よ う に 、 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
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　 空 力 要 素 ３ は 、 第 ２ の 位 置 を と る 場 合 、 少 な く と も ２ つ の 主 な 効 果 を 有 す る 。 す な わ ち  
、 そ れ は 、 空 力 面 ２ １ へ の 圧 力 を 増 加 さ せ 、 そ れ に よ り 開 口 部 ２ ２ を 通 し て 取 り 込 ま れ る  
フ ロ ー Ｆ １ １ の 量 を 減 少 さ せ 、 そ し て 第 二 に 、 そ れ は 、 取 り 込 ま れ た フ ロ ー Ｆ １ １ と 第 ２  
の 流 入 Ｆ ２ と の 両 方 を 空 力 面 ２ １ か ら 遠 ざ け る 。 こ の よ う に し て 、 装 置 が 第 ２ の 動 作 状 態  
を と る 場 合 、 上 記 の 第 １ の 空 力 負 荷 よ り も 小 さ い 第 ２ の 空 力 負 荷 が 自 動 車 Ａ に 発 生 す る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 こ れ は 、 実 質 的 に 、 空 力 要 素 ３ が 、 第 ２ の 位 置 を と る 場 合 、 取 り 込 ま れ た フ ロ ー Ｆ １ １  
お よ び 第 ２ の 流 入 Ｆ ２ の 組 み 合 わ せ か ら 生 じ る 内 部 フ ロ ー Ｆ ３ を 空 力 面 ２ １ に 対 し て 遠 ざ  
け る 、 お よ び ／ ま た は 空 力 面 か ら 遠 ざ け る 傾 向 が あ る こ と を 意 味 す る 。 そ の 遠 ざ け 効 果 に  
よ り 、 内 部 フ ロ ー Ｆ ３ は 、 内 部 フ ロ ー Ｆ ３ の 拡 散 の 機 能 が 割 り 当 て ら れ て い る 空 力 面 ２ １  
に 沿 わ な く な る 。 し た が っ て 、 空 力 要 素 ３ が 第 ２ の 位 置 を と る と き に 生 成 さ れ て 自 動 車 Ａ  
に 作 用 す る そ の 第 ２ の 空 力 負 荷 は 、 第 １ の 空 力 負 荷 よ り も 小 さ い 。 別 の 観 点 か ら 、 デ ィ フ  
ュ ー ザ ２ が 内 部 フ ロ ー Ｆ ３ に 及 ぼ す 拡 散 効 果 は 、 空 力 要 素 ３ が 第 １ の 位 置 を と る と き よ り  
も 空 力 要 素 ３ が 第 ２ の 位 置 を と る と き の 方 が 小 さ い 。 こ れ は 、 空 力 要 素 ３ が 第 ２ の 位 置 を  
と る 場 合 、 内 部 フ ロ ー Ｆ ３ が 空 力 面 ２ １ か ら 離 れ て お り 、 し た が っ て 空 力 面 ２ １ の 空 力 プ  
ロ フ ァ イ ル に 沿 わ な い た め で あ る 。 対 照 的 に 、 空 力 要 素 ３ が 第 １ の 位 置 を と る 場 合 、 内 部  
フ ロ ー Ｆ ３ は 、 空 力 面 ２ １ の 空 力 プ ロ フ ァ イ ル に 実 質 的 に 自 由 に 沿 い 、 内 部 フ ロ ー Ｆ ３ に  
対 す る デ ィ フ ュ ー ザ ２ に よ る よ り 大 き な 拡 散 効 果 を 引 き 起 こ し 、 し た が っ て 、 第 １ の 空 力  
負 荷 が 第 ２ の 空 力 負 荷 よ り も 大 き く な る よ う に な る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 別 の 態 様 に よ れ ば 、 開 口 部 ２ ２ は 、 自 動 車 Ａ の 前 進 運 動 方 向 を 考 慮 し て 、 好 ま し く は ラ  
ジ エ ー タ Ｒ の 下 流 に 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 こ の よ う に し て 、 開 口 部 ２ ２ を 通 し て 、 空 気 入 口 Ｐ に よ っ て 受 け 入 れ ら れ た 流 入 Ｆ １ の  
第 １ の シ ェ ア 部 が 取 り 込 ま れ 、 取 り 込 ま れ た フ ロ ー Ｆ １ １ を 規 定 す る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 空 力 要 素 ３ が 第 ２ の 位 置 に あ る と き 、 取 り 込 ま れ る フ ロ ー Ｆ １ １ の 量 は ほ ぼ ゼ ロ に 減 少  
す る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 取 り 込 ま れ る フ ロ ー Ｆ １ １ の 流 量 の そ の 減 少 は 、 自 動 車 Ａ の 抵 抗 を 減 少 さ せ る よ う に 、  
ラ ジ エ ー タ Ｒ を 通 る 流 量 の 減 少 を も た ら す 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 言 い 換 え れ ば 、 ラ ジ エ ー タ Ｒ の 下 流 で 作 用 す る 空 力 要 素 ３ は 、 空 気 入 口 Ｐ を 通 る 流 入 Ｆ  
１ を 変 え 、 そ の 結 果 、 抵 抗 が 改 善 さ れ る （ 空 力 要 素 ３ が 第 ２ の 位 置 に あ る と き ） 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 手 短 に 言 え ば 、 装 置 １ は 、 空 力 要 素 ３ が 第 ２ の 位 置 を と る と き よ り も 第 １ の 位 置 ま た は  
第 ３ の 位 置 を と る と き の 方 が 、 デ ィ フ ュ ー ザ ２ が 内 部 フ ロ ー Ｆ ３ に 及 ぼ す 拡 散 効 果 が 大 き  
く な り 、 そ の 結 果 、 第 １ の 空 力 負 荷 お よ び 第 ３ の 空 力 負 荷 が 第 ２ の 空 力 負 荷 よ り も 大 き く  
な る よ う に 、 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 さ ら に 、 空 力 要 素 ３ の 第 １ の 位 置 お よ び 第 ３ の 位 置 は 、 第 ２ の 位 置 と 比 較 し て 、 内 部 フ  
ロ ー Ｆ ３ に 対 す る デ ィ フ ュ ー ザ ２ の よ り 大 き な 拡 散 効 果 を 引 き 起 こ す の で 、 第 １ の 流 入 Ｆ  
１ に 対 す る デ ィ フ ュ ー ザ ２ の 効 果 を 取 り 入 れ る こ と は 、 空 力 要 素 ３ が 第 ２ の 位 置 を と る と  
き よ り も 第 １ の 位 置 ま た は 第 ３ の 位 置 を と る と き の 方 が 大 き い 。 し た が っ て 、 空 力 要 素 ３  
の 第 １ の 位 置 お よ び 第 ３ の 位 置 は 、 第 ２ の 位 置 と 比 較 し て 、 内 部 フ ロ ー Ｆ ３ に 対 す る デ ィ  
フ ュ ー ザ ２ の よ り 大 き な 拡 散 効 果 と 、 第 １ の 流 入 Ｆ １ に 対 す る デ ィ フ ュ ー ザ ２ の よ り 大 き  
な 取 り 込 み 効 果 の 両 方 を 引 き 起 こ す 。 し た が っ て 、 空 力 要 素 ３ が 第 １ の 位 置 ま た は 第 ３ の  
位 置 を と る 場 合 、 デ ィ フ ュ ー ザ ２ に 入 る と 内 部 フ ロ ー Ｆ ３ を 引 き 起 こ す 第 １ の 流 入 Ｆ １ の  
シ ェ ア 部 Ｆ １ １ が 増 加 す る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
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　 さ ら に 、 空 力 要 素 ３ が 第 ２ の 位 置 を と り 、 フ ロ ー を 空 力 面 ２ １ か ら 離 す 場 合 、 内 部 フ ロ  
ー Ｆ ３ は 、 抵 抗 の 源 と な る サ ス ペ ン シ ョ ン の 機 械 的 部 品 を 回 避 す る よ う な 方 向 を 有 す る 。  
し た が っ て 、 空 力 要 素 ３ が 第 ２ の 位 置 を と る 場 合 、 第 １ の 位 置 を と る 場 合 と 比 較 し て 抵 抗  
が 減 少 し 、 こ れ は 、 自 動 車 の 最 大 速 度 お よ び 消 費 の 削 減 の 点 で 有 利 で あ る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 し た が っ て 、 空 力 要 素 ３ の 第 ２ の 位 置 は 、 自 動 車 に よ り 小 さ な 抵 抗 を 生 じ さ せ 、 こ こ で  
、 抵 抗 は 、 前 進 運 動 と は 反 対 方 向 に 作 用 し 且 つ 第 １ の 流 入 Ｆ １ お よ び 第 ２ の 流 入 Ｆ ２ に 由  
来 す る 空 力 の 部 分 を 意 味 す る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 図 ５ は 、 空 力 要 素 ３ の 可 能 な 実 施 形 態 を 示 す 。 そ の 例 で は 、 空 力 要 素 は 空 力 フ ラ ッ プ の  
形 状 を し て お り 、 し た が っ て 翼 の 形 状 を し て い る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 空 力 要 素 ３ は 、 第 １ の 外 面 ３ １ を 有 す る 。 空 力 要 素 ３ は 、 第 １ の 外 面 ３ １ と は 反 対 側 の  
第 ２ の 外 面 ３ ２ を 有 す る 。 第 １ の 外 面 ３ １ お よ び 第 ２ の 外 面 ３ ２ の 各 々 は 、 空 力 要 素 ３ の  
前 縁 ３ ａ か ら 後 縁 ３ ｂ ま で 延 び る 。 第 １ の 外 面 ３ １ は フ ラ ッ プ の 背 面 （ b a c k  s i d e ） で あ  
り 、 第 ２ の 外 面 ３ ２ は フ ラ ッ プ の 底 面 （ u n d e r s i d e ） で あ る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 例 え ば 図 ５ に 示 さ れ る よ う に 、 調 整 装 置 １ は 、 空 力 要 素 ３ の そ の 第 １ の 位 置 に お い て 、  
空 力 要 素 ３ が 、 内 部 フ ロ ー Ｆ ３ の 第 １ の 外 面 ３ １ と の 接 触 お よ び 内 部 フ ロ ー Ｆ ３ の 第 ２ の  
外 面 ３ ２ と の 接 触 の 両 方 に よ っ て 、 内 部 フ ロ ー Ｆ ３ を デ ィ フ ュ ー ザ ２ の 空 力 面 ２ １ の プ ロ  
フ ァ イ ル に 沿 わ せ る よ う に 、 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 移 動 シ ス テ ム ４ は 、 シ ャ フ ト ４ １ を 備 え る 。 空 力 要 素 は シ ャ フ ト ４ １ に 取 り 付 け ら れ て  
お り 、 こ れ に よ り 、 空 力 要 素 ３ は シ ャ フ ト ４ １ の 軸 を 中 心 に シ ャ フ ト ４ １ と 一 体 と な っ て  
回 転 す る 。 シ ャ フ ト ４ １ は 、 そ の 拡 散 ダ ク ト に 沿 っ て 、 そ の 内 部 フ ロ ー Ｆ ３ の 方 向 に 配 置  
さ れ 、 そ の 結 果 、 空 力 要 素 ３ は 、 そ の 第 １ の 位 置 お よ び 第 ３ の 位 置 並 び に そ の 第 ２ の 位 置  
の 両 方 で 、 そ の 開 口 部 ２ ２ の 下 流 に 位 置 す る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 移 動 シ ス テ ム ４ は 、 ア ク チ ュ エ ー タ ま た は モ ー タ ４ ２ を 備 え る 。 モ ー タ ４ ２ は シ ャ フ ト  
４ １ に 作 用 し て 回 転 を 引 き 起 こ す 。 こ の よ う に 、 上 記 の 第 １ の 位 置 と 第 ２ の 位 置 と の 間 の  
空 力 要 素 ３ の 上 記 運 動 は 、 シ ャ フ ト ４ １ の 軸 の 周 り の 回 転 運 動 で あ る 。 空 力 要 素 ３ の 第 １  
の 位 置 、 第 ２ の 位 置 、 お よ び 第 ３ の 位 置 は 、 シ ャ フ ト ４ １ の 軸 周 り の 、 お よ び デ ィ フ ュ ー  
ザ ２ に 対 す る 、 お よ び ／ ま た は 空 力 面 ２ １ に 対 す る 、 空 力 要 素 ３ の 向 き に お い て 、 互 い に  
異 な る 。 し た が っ て 、 そ の 第 １ の 位 置 は 、 空 力 面 ２ １ に 対 す る お よ び シ ャ フ ト ４ １ の 軸 周  
り の 空 力 要 素 ３ の 第 １ の 向 き と し て 規 定 す る こ と も で き 、 そ の 第 ２ の 位 置 は 、 空 力 要 素 ３  
に 対 す る お よ び シ ャ フ ト ４ １ の 軸 周 り の 空 力 要 素 ３ の 第 ２ の 向 き と し て 規 定 す る こ と も で  
き 、 そ の 第 ３ の 位 置 は 、 空 力 面 ２ １ に 対 す る お よ び シ ャ フ ト ４ １ の 軸 周 り の 空 力 要 素 ３ の  
第 ３ の 向 き と し て 規 定 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 特 に 、 空 力 要 素 ３ の 第 １ お よ び 第 ３ の 向 き は 、 空 力 要 素 ３ の 第 ２ の 向 き と 比 較 し て 、 内  
部 フ ロ ー Ｆ ３ に 対 す る デ ィ フ ュ ー ザ ２ の よ り 大 き な 拡 散 効 果 を 引 き 起 こ す 。 こ の た め 、 第  
１ の 空 力 負 荷 お よ び 第 ３ の 空 力 負 荷 は 、 第 ２ の 空 力 負 荷 よ り も 大 き く な る 。 空 力 要 素 ３ の  
第 １ お よ び 第 ３ の 向 き は ま た 、 空 力 要 素 ３ の 第 ２ の 向 き と 比 較 し て 、 ホ イ ー ル Ｗ の サ ス ペ  
ン シ ョ ン に 向 け ら れ る よ り 大 き な フ ロ ー の た め に 抵 抗 の 増 加 を 引 き 起 こ す 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 使 用 中 、 空 力 要 素 ３ が 第 ２ の 位 置 ま た は 第 ２ の 向 き を と る と き 、 デ ィ フ ュ ー ザ ２ は 、 そ  
れ が 無 効 に さ れ た か 、 ま た は 少 な く と も 部 分 的 に 無 効 に さ れ た か の よ う で あ る 。 し た が っ  
て 、 第 １ の 空 力 負 荷 お よ び 第 ３ の 空 力 負 荷 は 、 第 ２ の 空 力 負 荷 よ り も 大 き く な る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 図 ５ で は 、 シ ャ フ ト ４ １ は 、 そ の 軸 と 一 致 す る か の よ う に 概 略 的 に 示 さ れ て い る 。
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【 ０ ０ ７ ９ 】
　 シ ャ フ ト ４ １ は 、 空 力 要 素 ３ の 空 力 翼 弦 ｃ に 対 し て 横 方 向 お よ び ／ ま た は 直 交 す る よ う  
に 配 置 さ れ 、 図 ５ に 見 ら れ る よ う に 、 空 力 要 素 ３ の 前 縁 ３ ａ と 後 縁 ３ ｂ と の 間 に 位 置 す る 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 デ ィ フ ュ ー ザ ２ は 、 第 １ の 側 面 ２ ３ を 備 え る 。 デ ィ フ ュ ー ザ ２ は 、 第 ２ の 側 面 ２ ４ を 備  
え る 。 第 １ の 側 面 ２ ３ は 、 空 力 面 ２ １ に 対 し て 横 方 向 に 延 び る 。 第 ２ の 側 面 ２ ４ は 、 空 力  
面 ２ １ に 対 し て 横 方 向 に 延 び る 。 第 １ の 側 面 ２ ３ お よ び 第 ２ の 側 面 ２ ４ は 、 横 方 向 に そ の  
内 部 フ ロ ー Ｆ ３ の 範 囲 を 定 め る 。 シ ャ フ ト ４ １ は 、 第 １ の 側 面 ２ ３ お よ び 第 ２ の 側 面 ２ ４  
に よ っ て 支 持 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ８ １ 】
　 第 １ の 側 面 ２ ３ お よ び 第 ２ の 側 面 ２ ４ は 、 横 方 向 に 上 記 の 拡 散 ダ ク ト ５ ０ の 範 囲 を 定 め  
る 。 空 力 面 ２ １ は 、 上 記 の 拡 散 ダ ク ト ５ ０ の 上 部 の 範 囲 を 定 め る 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 第 １ の 側 面 ２ ３ 、 第 ２ の 側 面 ２ ４ 、 お よ び そ れ ら の 間 の 空 力 面 ２ １ は 、 拡 散 ダ ク ト ５ ０  
の 範 囲 を 定 め る 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 シ ャ フ ト ４ １ は 、 拡 散 ダ ク ト ５ ０ の 内 側 に 配 置 さ れ て い る 。 空 力 要 素 ３ は 、 第 １ の 位 置  
、 第 ２ の 位 置 お よ び 第 ３ の 位 置 で 、 好 ま し く は ダ ク ト の 内 側 に 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 好 ま し い 実 施 形 態 で は 、 空 力 要 素 ３ を フ ラ ッ プ と 見 な す と 、 調 整 装 置 １ を フ ラ ッ プ ３ の  
第 ２ の 位 置 ま た は 向 き に 対 応 す る 第 ２ の 動 作 状 態 か ら フ ラ ッ プ ３ の 第 １ の 位 置 ま た は 向 き  
に 対 応 す る 第 １ の 動 作 状 態 に 移 す の に 必 要 な エ ネ ル ギ ー は 、 流 体 力 学 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン お  
よ び プ ロ ト タ イ プ で の 試 験 に 基 づ い て 、 フ ラ ッ プ ３ の 回 転 軸 、 し た が っ て シ ャ フ ト ４ １ の  
軸 の 最 適 な 位 置 が 選 択 さ れ た の で 、 減 少 す る 。 回 転 軸 は ニ ュ ー ト ラ ル 軸 で あ り 、 第 ２ の 位  
置 で ま た 最 小 の エ ネ ル ギ ー 消 費 で そ れ を 維 持 す る の に 有 利 で あ り 、 フ ラ ッ プ ３ の 外 面 は 、  
フ ラ ッ プ ３ の 他 の す べ て の 安 定 な 状 態 お よ び ／ ま た は 一 時 的 な 状 態 と 比 較 し て よ り 大 き な  
圧 力 に さ ら さ れ る 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
　 さ ら に 、 フ ラ ッ プ ３ が シ ャ フ ト ４ １ に よ っ て 支 持 さ れ て い る と い う 事 実 は 、 移 動 シ ス テ  
ム ４ を デ ィ フ ュ ー ザ ２ に 統 合 す る た め に 必 要 な 機 械 的 部 品 の 構 造 的 複 雑 さ を 低 減 す る 。 フ  
ラ ッ プ ３ を 動 か す た め に モ ー タ ４ ２ が 接 続 し な け れ ば な ら な い 要 素 で あ る シ ャ フ ト ４ １ は  
、 実 際 に は 、 モ ー タ ４ ２ と の 接 続 を よ り 簡 単 に す る よ う に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
　 モ ー タ ４ ２ は 、 シ ャ フ ト ４ １ の 軸 と 一 致 す る モ ー タ 駆 動 軸 の 周 り に 直 接 作 用 す る こ と が  
で き 、 そ の 軸 を 横 切 る 伝 達 通 路 は な い 。 こ れ に よ り 、 調 整 装 置 １ の 構 成 が 大 幅 に 簡 素 化 さ  
れ る 。
【 ０ ０ ８ ７ 】
　 調 整 装 置 １ は 構 造 物 （ s t r u c t u r e ） を 含 む 。 そ の 構 造 物 は 、 空 力 面 ２ １ を 規 定 す る も の  
と 見 な さ れ る 。 構 造 物 は 、 空 力 面 ２ １ が 自 動 車 Ａ の 外 部 車 体 底 部 面 の 一 部 を 規 定 す る よ う  
に 、 自 動 車 Ａ の 車 体 底 部 に 組 み 込 ま れ 、 お よ び ／ ま た は 取 り 付 け ら れ 得 る 。
【 ０ ０ ８ ８ 】
　 そ の 構 造 物 は ま た 、 側 面 ２ ３ お よ び ２ ４ を 規 定 す る と 見 な す こ と が で き 、 そ の 場 合 、 そ  
れ ら の 側 面 は ま た 、 車 体 底 部 面 の そ の 部 分 を 規 定 す る こ と に 寄 与 す る 。
【 ０ ０ ８ ９ 】
　 調 整 装 置 １ は ま た 、 空 気 入 口 Ｐ 自 体 を 含 み 得 る 。
【 ０ ０ ９ ０ 】
　 調 整 装 置 １ は ま た 、 ラ ジ エ ー タ Ｒ を 含 む こ と が で き る 。 ラ ジ エ ー タ Ｒ は 、 空 気 入 口 Ｐ と  
開 口 部 ２ ２ と の 間 に 配 置 さ れ 、 そ の 結 果 、 空 気 入 口 Ｐ に よ っ て 受 け 入 れ ら れ た 流 入 Ｆ １ の  
上 記 の 第 １ の シ ェ ア 部 Ｆ １ １ は 、 デ ィ フ ュ ー ザ ２ に 入 り 取 り 込 ま れ る 前 に 、 ラ ジ エ ー タ Ｒ  
を 通 過 す る 。
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【 ０ ０ ９ １ 】
　 し た が っ て 、 空 力 要 素 ３ の 第 １ の 位 置 で は 、 空 力 要 素 ３ が 第 ２ の 位 置 に あ る と き よ り も  
第 １ の シ ェ ア 部 Ｆ １ １ が 大 き く 、 ラ ジ エ ー タ Ｒ の 冷 却 効 果 が 大 き く な る 。
【 ０ ０ ９ ２ 】
　 こ の 明 細 書 に よ る 可 能 な 自 動 車 Ａ は 、 調 整 装 置 １ を 備 え る 。 デ ィ フ ュ ー ザ ２ の 空 力 面 ２  
１ は 、 自 動 車 Ａ の 車 体 底 部 面 の 一 部 を 規 定 し て い る 。
【 ０ ０ ９ ３ 】
　 調 整 装 置 １ は 、 好 ま し く は 、 自 動 車 Ａ の 好 ま し く は フ ロ ン ト ホ イ ー ル Ｗ の 前 に 配 置 さ れ  
る 。
【 ０ ０ ９ ４ 】
　 上 記 の 特 徴 の 各 々 は 、 い ず れ の 場 合 で も 、 他 の 上 記 の 特 徴 の １ つ ま た は 複 数 の 任 意 の グ  
ル ー プ と 組 み 合 わ せ て 、 こ の 明 細 書 に よ る 装 置 の １ つ ま た は 複 数 の さ ら な る 実 施 形 態 を 生  
成 す る こ と が で き る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ９ ５ 】
【 文 献 】 Ｄ Ｅ １ ０ ２ ０ １ ４ １ １ １ ０ ７ ４
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【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】



10

JP 7329591 B2 2023.8.18(15)

フロントページの続き

イタリア，４１１２５  モデナ，ヴィア  アンドレア  マンテーニャ  １３１
(72)発明者　 パリシ，リッカルド

イタリア，４００１９  （ボローニャ）サンタアガタ  ボロネーゼ，ヴィア  マルツァボット  ５４
(72)発明者　 トルルッチョ，アントニオ

イタリア，４００２６  （ボローニャ）イモラ，ヴィア  コラリア  １４／チ
審査官　 林  政道

(56)参考文献 特開２０１７－０１３７１１（ＪＰ，Ａ）
特開２０１８－０２０５８２（ＪＰ，Ａ）
米国特許出願公開第２０１７／０１５１９８４（ＵＳ，Ａ１）
特開平０３－０９０４８５（ＪＰ，Ａ）

(58)調査した分野　(Int.Cl.，ＤＢ名)
Ｂ６２Ｄ    ３５／００
Ｂ６２Ｄ    ３７／０２
Ｆ０１Ｐ      ７／１０
Ｂ６２Ｄ    １７／００－２５／０８
Ｂ６２Ｄ    ２５／１４－２９／０４


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

